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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

現在福島第一原子力発電所の汚染水処理が進められているが、除染に

用いられた使用済み吸着剤の廃棄量が増え続けているため、その発生

量の削減が求められている。これに資するため、本業務実施者がこれ

までに培った金属酸化物ナノ材料の作製法を活用し、日英で共同研究

することにより、ストロンチウムイオンに対する吸着性能に優れた材

料を開発し、その再利用化を図ることで汚染物質に起因する環境問題

を低減化することを目的として、以下の項目を行う。 

１）金属酸化物材料作製と吸着機能評価 

２）金属酸化物材料の構造解析 

３）作製条件・構造データ・吸着性能間の相関解析 

２．総合評価 Ａ ・Srの選択吸着性に優れ、更に再利用をすることで廃棄物量の低減が

可能な吸着剤の製造方法を構築したことは評価ができる。 

・造粒化工程を含まない製造方法は、他の酸化物を主体とする吸着材

の作製への展開を期待したい。 

・一方で、マテリアル・インフォマティクスについては、SEMなどの材

料計測と構造解析が噛み合っておらず、設計方針等として、明確に

は示されなかったことが残念である。 

  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


